
令和７年度学校評価自己評価
考える子：学ぶ力の育成　B ◎学ぶ力の育成

基礎基本の定着（B）　学習規律、学習習慣の確立（Ｂ）授業改善（B）　小中一貫教育（B) 〇知的好奇心を高め、自主的、主体的に学ぶ態度を育成する。

【目指す学校像】 【めざす子ども像】 がんばる子：主体性の育成　B ◎豊かな心の育成

◎笑顔で登校、笑顔で学び、笑顔で下校 〇考える子　　学ぶ力の育成 個が生きる集団づくり（B)　豊かな人間性・社会性（B)　やり切る姿勢（B) 〇『人と関わる力』を伸ばし、『気づく力』 を身につけ『挑戦する力』 『やり切る力』を育成する

〇一人ひとりの居場所がある「安心」できる学校 〇がんばる子　主体性の育成 やさしい子：豊かな心の育成　B ◎たくましい心身の育成

〇自分もやってみようと「意欲」がもてる学校 〇やさしい子　豊かな心の育成 心を育てる道徳、人権教育（A)　特別支援教育の推進（B)　凡事徹底の学校風土（B) 〇自分の体力の向上に関心を持つとともに、安全を確保することのできる知識・技能・態度を身に付けさせ、危機管理意識を高める

〇子ども・教職員・家庭・地域 〇きたえる子　たくましい心身の育成 きたえる子：たくましい心身の育成　B ◎つながりを意識した18年間を見通した小中一貫教育の推進、学校・地域連携カリキュラムの実践と学校に対する地域の理解や関心を一層高める

みんなで「協働」する学校 健康への意識の向上（B)　バランスの取れた体力（B)　安全を守る意識と実践力の向上（B) ◎授業力、学級経営力、課題対応力の向上を目指す活気のある教職員集団の構築

考える子：学ぶ力の育成 基礎基本の定着 〇 「学習理解度」の児童評価93％、保護者評価90%。「質問する、聞く」 基礎・基本の定着 〇 読書活動の充実について、学校はいろいろと工夫しながら取り組んでお

基礎基本の定着 個別最適な学び、協働的な学びの実現 の児童評価86%であった。「ICT活用」の児童評価95％、職員自己評 ｅ-ライブラリー、個別最適な学びを進める上で有効なツールを 　 り、十分な取組である。

個別最適な学び 学習の理解度 90％以上 価83%であった。ICTを活用した学びが定着しているといえる。 発達年齢に応じて活用する。（保護者への周知、活用方法の研修） 〇 学校では読書に取り組んでいるが、家ではゲームなどがあるので、読書

・授業のユニバーサルデザイン化 わからないことを質問できる 90％以上 〇 ｅ-ライブラリ-等の活用や児童が課題を設定する環境づくりに努めた。 コミュニケーションの媒介としてのタブレット活用の推進。 に目が向かないのではないか。

・ＩＣＴ機器の効果的な活用 ICT活用への児童・職員自己評価 80％以上 〇 話し合いで自分の学びを深めている児童が95％と高かった。主体的に学 家庭学習としての活用やパワーアップ教室の工夫。 〇 図書ボランティアさんの図書室経営が素晴らしいので、子どもたちも

全員参加のための協働的な学び ぶ姿は育っている。自己表現力と聴き合い深く考える力を育成したい。 タブレットの持ち帰りを積極的に進め家庭学習で使用する割合を増やす。 図書室で本を読むことを楽しみにしていると思う。

学習規律、学習習慣の確立 学習規律、学習習慣の確立 〇 「家庭学習」の児童評価は84%、保護者評価は63%。 学習規律、学習習慣の確立 〇 読書についての保護者評価が低いのは、質問の聞き方が影響しているの

学びに向かう姿勢づくり 学習に向かう姿勢づくり 90％以上 「読書」の児童評価は82%（７ポイント増）であり、読書活動の取組の 家庭学習週間の継続、内容の工夫、低学年からの積み上げを重視する。 ではないか。（「お子さんは自分から進んで本を読んでいる」）

家庭学習、読書活動の充実 自主学習の工夫と充実 80％以上 の成果は大きい。保護者評価36％なので、家庭への啓発が課題。 読書推進の工夫（朝読書の徹底や並行読書など）。 〇 自主学習（自分で考えて学ぶ）ことは、とてもよい。子どもが、今後

読書貯金と家読への意識向上 80％以上 〇 個別支援を要する児童が多い中学習規律を職員で再確認する必要あり。 学習規律の教師間の徹底。学びに向かう姿勢の指導。 社会に出ても自分で考える力は必要になる。

子どもと創り上げる授業（授業改善） 子どもと創り上げる授業（授業改善） 〇 保護者の授業評価97％、職員自己評価95％と割合が高くなっている。 （授業開始の挨拶、発言のルール、聴く姿勢づくり等） 〇 宿題の学年による確認の度合いがちがうのだろうと思う。

魅力ある学習課題、導入、発問の工夫 児童・保護者の授業評価 90％以上 「学びに向かう力推進事業公開研修会」により、職員の授業改善への 子どもと創り上げる授業（授業改善） 〇 家庭での学習に保護者がどれくらい付き合っているのかどうか。保護者

子どもと教材、子どもと子どもをつなぐ支援 授業改善への職員自己評価 90％以上 意識が高まったのが要因であろう。今後も、子どもが主語の授業づく 子どもを主語にした授業づくりの推進。（園小連携継続の工夫） のチェック項目があると確認できる。

既習内容や学ぶ姿勢をつなぐ工夫 深く学び、つながる教室の実現 90％以上 りを心がけたい。 繋がりを意識した単元構想／考えの広がりと深まりを自覚させる再構築

「伝え合い、聴き合い、深く考える力」の向上 つなぐ役割の実践 80％以上 〇 子どもからのめあて、振り返りポイントによる学習のまとめを心がけた。 振り返りポイントを活用した確かな学力の育成

振り返りの重視と読み解く力の育成 〇 授業の導入、発問、展開の工夫はしているが、十分とは言えない。 園小中高一貫教育の取組の充実

保幼小中+高一貫教育の取組の充実 保幼小中+高一貫教育の取組の充実 〇 園小連携とうまくリンクさせながら、授業づくりや情報共有に努めた。 各校種間のつながり（縦）と同校種間の繋がり（横）を深める活動

つながり、１8の育ちを意識した取組の推進 保育・授業統一公開日を軸とした共同授業研究システムの推進 地区内での保育参加参観・授業参観の効果は大きかった。 校種間の授業公開、参観体制の継続

がんばる子：主体性の育成 「個」が生きる「集団」づくり（特別活動） 〇 「学校が楽しい」への児童評価は93%、「学校行事、体験活動の充実」 個が生きる集団づくり 〇 地域の学校として保護者、子どもとの信頼関係は非常に高いと感じる。

「個」が生きる「集団」づくり（特別活動） 学校が楽しい 90％以上 の児童評価は96％（保護者98％）、「励まし合える友達がいる」 子どもの良さや頑張りを見取り、励ます声かけを根気強く行う。 〇 家に南小の子どもがおられなくても、地域の方が小学校での行事は地域

自分を伸ばす：自己肯定感を育む 学校行事、体験活動の充実 90％以上 は97%であり、自己肯定感、共感力が育まれていると思われる。 児童会活動、係活動によってよりよい学級・学校をつくる。 の回覧板等で回していただいているので、南小との確かな関係ができて

仲間とつながる：共感する力を育む 仲の良い友達がいる 90％以上 〇 児童の良さを伸ばし、特別活動で全ての児童に活躍場面を与える等の 自治活動（自分たちで決めたことは守る。やり遂げる。）の充実。 いると感じる。

・関わりの中で自分の優しさを伸ばす 「個」が生きる「集団」づくりの成果が出ている。 豊かな人間性、社会性を育む（キャリア教育） 〇 発表の場をつくっていくことで、みんなに自分の頑張りを見てもらえ、

児童会活動の活性化：自治能力を育む 〇 子どもの自治能力を育むことについては今後工夫が必要である。 6年間を通じて、今の学びが将来に繋がっていることを理解できる授業 子どもたちの自己肯定感が上がっていくのではないか。

豊かな人間性、社会性を育む（キャリア教育） 豊かな人間性、社会性を育む 〇 「自分にはよいところがある」への児童評価は90%であり、自尊感情 体験活動、地域の大人から学ぶ時間の充実。 〇 発表の場を地域や保護者の方に見ていただく機会がもっとあればよいの

所属意識、自尊感情、自己有用感を育む 自分にはよいところがある 90％以上 が育まれていると思われる。 クラブ活動や委員会活動が児童の主体的な活動になるよう、支援する。 ではないか。

夢や目標に向かって努力する 90％以上 〇 「将来の夢や目標」への児童評価は89%であり、生き方学習等が、 ボランティア活動の推進（地域と保護者の協力） 〇 運動会等の行事も地域の方に見ていただくとよいのではないか。

子どもの実態に即したものになってきている。 やり切る姿勢（やり抜く力）を伸ばす

やり切る姿勢（やり抜く力）を伸ばす やり切る姿勢（やり抜く力）を伸ばす 〇 「最後まで粘り強く努力できる」への児童評価は93% 生活目標の達成具合を確かめる時間をとる。振り返り、自分ががんばっ

自己判断力・自己決定力を伸ばす 最後まで粘り強く努力できる 90％以上 〇 子どもたちが最後まであきらめずに活動に取り組めるよう工夫したり、 た（いる）ことを自覚させていく。

声かけやアドバイスを適時に行ったりしている。 自分で決める（自己決定）の場を大切にする。

やさしい子：豊かな心の育成 互いの違いを認める心の育成（人権教育） 〇 「友達のことを考えて行動する」への児童評価は97% 互いの違いを認める心、思いやりの心を育む 〇 保幼小中のつながりの中で、個別の支援計画をつなげていくことは大切

互いの違いを認める心の育成（人権教育） 思いやりの心を育む（道徳教育） 「友達が嫌がることをしない」への評価は92%。 道徳、人権教育を核とした学級経営に努める。 である。

相手の気持ちに寄り添う心（共感力）を育み、 友だちのことを考えて行動する 90％以上 〇 「道徳で考えたことを生活に生かそうとする」は94％ 児童の発言や行動に敏感になり、児童の人権意識を高めていく重要な 〇 小学校の６年間での課題が中学校で助長されてさらに大きな課題になら

励まし合う関係づくりに努める 仲間外れ、いじめなし 90％以上 〇 教師の児童の気持ちに寄り添った対応と言葉がけ、人権を重視した個 存在であることを引き続き意識していく。 ないようにしっかりと引き継ぐことが大切である。

思いやりの心を育む（道徳教育） 別・全体指導が、児童の豊かな心を育んでいる。 特別でない特別支援教育の推進 〇 個別の支援計画の中で、中学校で気を付けてほしい、大事にしてほしい

特別でない特別支援教育の推進 特別でない特別支援教育の推進 〇 巡回相談を活用し、支援が必要な児童への支援につながっている。 個別の支援計画について、支援員やフリーの情報共有を行う。 ということをつないでいくとよいと思う。

公平に、周りの子への配慮を忘れず、対応でき 個別の支援計画の活用 〇 個別の支援計画の活用方法について工夫改善していきたい。 支援を要する児童の支援体制を整える。（特別支援に関する研修） 〇 「友達のことを考えて行動する」への児童評価は結構高いが、低学年

る支援者を育てる。 教育支援委員会の充実 〇 個々の具体的な支援と保護者対応、進路保障等について協議できている。 児童理解として通常学級担任があさひ学級で関わる時間を確保したい。 児童の中には、友だちが嫌がって逃げているのに引っ張ったりしている

凡事徹底の学校風土の構築 凡事徹底の学校風土の構築 〇 「きまりを守る」の児童評価は97%、保護者の働きかけは97％、「あい 凡事徹底の学校風土の構築 （挨拶、言葉遣い、約束を守る等） 場面が見られる。特定の子が特定の子をかまいに行っていることも見ら

学校、家庭、地域と「当たり前」の共有 自ら挨拶、決まりを守る 90％以上 さつ」の児童評価は94%、保護者の働きかけは94％である。当たり前に 自分から進んで当たり前のことを当たり前にできる力を育む。 れるので、気を付けて見ていきたい。

できるように今後も粘り強く取り組んでいきたい。 その意義を理解させ、教師が同じ姿勢で、指導しきる。

きたえる子：たくましい心身の育成 健康への意識向上 〇 「健康に気を付ける」の児童評価は97%、保護者は96%、「早寝、早 健康への意識向上 〇 休み時間は運動場や体育館で遊ぶ児童が多いように思う。

健康への意識向上 健康に気をつける子 90％以上 起き、朝ごはん」の児童評価は84%。保護者は84%であり「健康」への 健康の基本となる生活習慣を、自ら進んで見直すことができるように 〇 雪が降った日に、運動場で遊ぶ児童が結構いたように思う。

健康への意識を高め、実践につなげる 早寝、早起き、朝ごはん 90％以上 意識は高いが、生活リズムが見についていない児童も一定数いる。 気付かせる指導を心がける。 〇 学校のスキー教室が昨年から無くなったことについて、スキーをしたこ

〇 健康づくりに関する指導や食育は充実してきている。 保護者への啓発、連携の手立てを考え、実行する。 とがない児童が多いと思うので、あればいい機会になると思う。

バランスのとれた体力の育成 バランスのとれた体力の育成 〇 「運動への親しみ」の児童評価は89%（やや減）、保護者は75％である。 バランスのとれた体力の育成 〇 インフルエンザやコロナなどの感染症もあるので外での遊びを制限して

魅力ある体育授業（授業改善） 進んで運動に取り組む 90％以上 職員が、ともに汗を流すことで子どもの意識も高まる。 「できた」を重視するのではなく、「どうしたらできるようになるか」 しまうこともあると思う。

運動に親しむ環境づくり 〇 体育の授業でたくさん運動できるよう、運動量の確保には気を付けている。 を考えたり、教え合ったりする授業づくり。 〇 防災、防犯、交通安全等について、低学年の児童に繰り返し意識づけを

防災・防犯への知識の深化と実践力の向上 防災・防犯への知識の深化と実践力の向上 〇 「非常時の適切な行動」の児童評価は99%、保護者の働きかけは54%で 委員会活動で運動カードを作成し取り組む。 行っていくべきではないか。

安全な生活を意識した教育課程の編成 児童の危機管理意識の向上 90％以上 あり、格差がある。保護者と協力して行動できる力を身につけさせたい。 防災・防犯への知識の深化と実践力の向上

〇 学校、家庭、地域と連携した安全教育の取組が今後の課題となる。 危機回避能力を育てる安全教育を地域、保護者と連携して実施する。

教職員の教育力を高める 学び続ける姿勢と学び合う教職員集団 〇 目的やねらいを明確にしたスリムな提案と、思いを語り合いより質の 教職員の教育力を高める 〇 まさにチームで勝負する先生方になっていると思う。

学び続ける姿勢と学び合う教職員集団 教職員の主体的な学校運営参画 90％以上 高いものにしていく風土がある。児童の前向きな姿にもつながる。 自己目標シート、学校評価は、資質向上、組織力向上に繋がるという自覚を。 〇 ある学年が２学級から１学級になり、最初は大変そうだったが、複数の

学校運営参画意識の向上 定期的なＯＪＴ研修の実施 月１回 〇 職員主体のOJT研修が実施され、日頃の工夫が共有され、学びあえた。 OJT研修の充実、活発化のための時間確保や環境整備。 先生方が入っていただいて、すごく学級が落ち着いたように思う。

ＯＪＴ研修の充実（多様で多面なＯＪＴ） 〇 ２学期の行事が多くOJTの時間を設定するのゆとりと時間確保が難しかった。 より相談しやすい職員室にしていく。（言語環境を整える） 学校全体で取り組まれたことが良かったのではないかと思う。

「チーム」で勝負する教職員集団 「チーム」で勝負する教職員集団 〇 教職員で連携をとって、生徒指導上のトラブルを解決できた。 各種委員会の精選を行い、時間を確保する。 〇 学校全体の協力体制がしっかりとできているように感じる。

生徒指導・教育相談の充実 悩みを出し合える職員室 90％以上 〇 小さな揉め事を担任だけで解決することもありしっかり情報を共有したい。 企画委員会、教務部会や学年部部会、教育支援員との教育相談部会

報告・連絡・相談・記録・確認の徹底 学び合える職員室 90％以上 〇 普段から児童理解等について話せる雰囲気があり組織的な対応に力を入れた。 を充実させ、職員全体への共有を確実に行う。

危機管理意識の向上 危機管理意識の向上 〇 子どもたちの会話や行動で、違和感を持ったときは、話を聞くように

危機感を共有し、問題の発生を未然に防ぐ 安心安全な学校づくり 90％以上 している。命の危険や誰かの心や体を傷つける行為には、注意している。

地域とともにある学校づくり 相談しやすい学校 90％以上 〇 「教師、学校の対応」への児童評価、保護者評価共に、全ての項目で 地域とともにある学校づくり 〇 登校途中に体調が悪くなった児童がいた時、事業所の方が親身になって

協働、相互参画による教育活動の充実 情報提供の充実（データ配信） 90％以上 90%以上の好意的なものとなった。引き続き信頼感を高めたい。 保護者の気持ちに寄り添いながら、子どもの思い、保護者の思い、学 助けていただいた。その親切にお返しをしていくことが大切である。

相互補完的に効力して、信頼関係を深める つながりを意識したカリキュラムの熟議と実施 〇 家庭とともに支援を必要とする児童が増加するなか、学校としてどの 校が進めていきたい方向をすり合わせるように努める。 〇 感謝の気持ちを「おはようございます。」や「ありがとう。」という挨

学校・地域連携カリキュラムの実践と見直し ように指導、支援、引継ぎができるかを考える風潮が高まった。 学校運営協議会の開催の形や熟議のテーマを工夫し、教育課題への取 拶で返すことが大切ではないか。地域の一員として伝えていきたい。

〇 学校・地域連携カリキュラム等の熟議を行い有意義だった。学校運営 組をともに考え、実行、発信する体制を充実させる。 〇 PTA活動が発展的に「夢の会」に移行していくことは、先行事例として

協議会の内容について、熟議のテーマを工夫する必要がある。 PTA活動から夢の会への移行に伴い、保護者も支援活動に参加できる の道筋になるのではないか。

〇 PTA活動から夢の会への移行に伴い、保護者も支援活動に参加できる 体制を整え、支援体制を次世代へ引き継ぐ。

体制を整え、支援体制を次世代へ引き継ぎたい。 学校教育目標、めざす子どもの姿の保護者、地域との共有。

児童・保護者のアンケート結果もよく、子どもを主語にした授業改善の取組は成果があったと考える。 〇 子どもを主語にした授業づくりや「個別最適な学び」と「協働的な学び」の工夫、既習内容をいかした課題解決学習の工夫、読書活動と家庭学習の充実、パワーアップ教室の工夫を行う。

読書ボランティアや読み聞かせ、家読の日などの取組は工夫された十分な取組であり、今後も保護者とも協力しながら継続してほしい。 〇 効果的なICT活用を心掛け、学習規律を重んじ、基礎・基本の定着と意欲的・主体的に学ぶ姿勢を育むなど引き続き重視する。

今後も、児童、教職員、保護者、地域との良い関係づくりと一人ひとりを大切にして居心地の良い活気ある学校にしてほしい。 〇 自己表現力を高め、様々な考え方に触れ、より深く学ぶ（再構築）の場を設定して、読み取る力や書く力の育成に繋げる。

交通安全教室や道路交通法を繰り返し学ぶことで、児童自ら安心安全に行動できる力を育ててほしい。 〇 主体性ややる気を掻き立てるために、常に子どもを見守り、励まし、支援や指導をすることを継続する。また、自治活動を重視し、心温かい思いやりのある豊かな人間性を育てキャリア教育が自分の生き方学習

職員の協力体制を生かし、学校経営方針「笑顔で登校、笑顔で学び、笑顔で帰る」のスローガンをもとに子どもが主体の学校づくりを願う。 になり、将来に役立つという子どもの意識を高める指導を充実させる。加えて凡事徹底の風土、防災・防犯・交通安全等の知識や実践力の向上に向け、家庭の協力を得ながら繰り返し取り組む。

学校運営協議会で、教職員全員と熟議できる機会を今後も継続してほしい。学校・地域連携カリキュラムの実施、改善、保護者への発信 〇 「目指す子どもの姿」を学校、保護者、地域で共有するとともに、学校地域連携カリキュラムを発信することで、より多くの方々と熟議を重ね、気軽に学習支援をしていただくことを重視する。

をしながら、「夢の会」として多くの方々に学校支援ボランティアに参加していただくことを願う。 〇 昨年度に引き続き、「学び続ける教師像の確立」を学校経営に位置付け、「組織対応力の向上」「信頼関係づくり」「学校運営への積極的な参画」を力点としてチーム学校を合言葉に取組を更に発展させたい。
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